
健康で勤労にはげむ明る い 町に いたしまし ょ う。(町民憲章より )

r 

第i自宅よ弘均求4h

楽しい家庭づくりにスポーツを
広い総合体育館でみんな曜 l( 

遊びましょうーと、 11月12日第 1

回幼児向レクリェーンヨン大全が

開かれ、町内向保育所.幼稚園児

400人で大に草わいでした.

町教委では、町民の体力づ〈り

を目ざLて各極的スポーツ教室や

スポーツ行事を楠極的に進めてい

ます.あなたも、自分肉体力に漉

したスポ ソで汗を流すなど、 一

目的生活町中に家族そろってから

だを動かす時間lをつくってみませ

んか。きっとあなたの家庭が臨し

く明るいものになると思います.

• 

• 



議
…一燃
の
一盛時刻
一弥
将
来
ぷ
帯一
'怒

/駐
車
場
や
休
憩
舎
が
完
成

美利河・ニ股自然休養林

昨
年
十
二
月
一
日
に
称
野
庁
か
ら
「
美
利
河

・
二
股
包
然
体
護
称
」と

し
て
指
定
さ
れ
疋
M
M
岬
買
の
い
で
湯
H

美
利
河
温
泉
一
一
帯
は
、
町
民
の

レ
フ
リ
工
シ
ヨ
ン
の
場
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
着
々
と
環
廃
整
備
酎
画

ガ
進
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
今
金
芭
林
署
と
町
と
の
本
年
度
分
の
事
業
ガ

終
っ
て
、

一
段
と
楽
し
い
憩
い
の
山
水
郷
に
生
ま
れ
変
っ
て
い
ま
す
。

尖
判
河
川
畑
山
市

一
併
は
、
う

っ
そ
う
と
し
た
ブ
ナ
の
天
然

林
町
中
に
布
告
と
山
流
町
ピ

リ
カ
ベ
ツ
川
が
大
小
町
沌
を

つ
く
り
‘
内
浦
尚
も

一
日出に

日
比
減
せ
る
丸
山
の
な
山
濫
歩
道
や
仙
境

に
ふ
さ
わ
し
い
ラ
ン
プ
の
灯
が
と
も
る

品
以
郷
が
あ
る
た
め
、
年
ご
と
に
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

函
館
叫
林
川
で
は
、
こ
の
俗
化
さ
れ

可τ罵 士

. ~~y.占
司 ，

¥ ， .¥ み
な
さ
ん
の
協
力
を

韓
日
作
業
を
能
率
的
に
キ
メ
制
か
く

す
る
た
め
に
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
地

域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
除
雪
は
機
械
で

行
う
た
め
‘
戸
口
や
支
線
分
岐
点
を
ふ

さ
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
街

地
の
家
の
ま
わ
り
や
小
路
町
雪
は
、
町

内
会
や
近
所
町
方
々
が
協
力
し
合
っ
て

処
理
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

今金婦人会の募金巡動で/2匙
“愛の鐘"が復活

言手議す繕'を335蒔i:縁談宅
叩い.，;:<"べ出弓信託、相秒';!:'.:~ 、lφ;::;/:. イ~!ìψよ['::.令ü，，~， ;::

明
春
の
行
革
シ
ー
ズ

ン
に
利
用
さ
れ
る
駐
車

場
広
場

(
上
)
と
丸
太

を
組
み
合
わ
せ
た
ユ

ニ

ー
ク
な
体
憩
舎
(
下
)

ヰ
ぃ
，
H
然
出
岐
を

「保
他
休
賀
町
坊
に
」

利
川
し
て
し
ら
お
う
と
h
J
1
年
度
か
ら

三
ヵ
年
計
画
で
総
下
業
校
二
千
白
四
十

万
円
を
見
込
み
務
仙
を
進
め
て
い
ま
す
.

今
年
は
、
ま
ず
英
利
河
市
街
地
か
り

十
J
入
っ
た
口
県
内
広
場
を
八
十
台
町

市
平
が
収
谷
で
き
る
明
車
場
に
整
備
し
、

山
路
入
日
に
は
犬
型
「
引
を
仙
っ
た
自
然

休
中
世
林
の
石
燃

(引い川さ

一

五
灯
)
を

ぷ
活
し
、
山
川
山
地

一
慌
の
楽
内
凶
も
椋
一市

し
ま
し
た
。
ま
た
、
英
利
河
川
保
旅
館

近
く
の
東
側
に
は
、
丸
太
を
組
み
合
わ

せ
て
泣
っ
た
あ
づ
ま
や
胤
町
立
派
な
休

旭
作

L
一
-
心
成
し
ま
し
た
。
こ
の
小
出
は

工
予
川
口
二
h
一二
十
万
円
を
か
け
た
だ
け

あ
っ
て
、
広
さ
二
十
七
平
均
幻
に
丸
太

の
い
す
や
テ
プ
ル
、
小
上
が
り
も
あ

り
三
十
人
ぐ
句
い
は
収
容
で
き
ま
す
。

一
方
、
町
の
事
業
で
は
、
今
年
二
百

六
十
万
円
を
か
け
て
駐
車
場
に
コ
ン
ク

リ
卜
ブ
ロ
y
ク
泣
リ
の
公
衆
他
所
と

石
椋
近
く
に
水
飲
み
場
を
設
け
た
ほ
か
、

• 
雪
捨
て
場
は
昨
年
と
同
じ
〈
今
金
橋

東
側
三
百
υ
川
町
場
所
で
す
。
こ
れ
以
外

的
場
所
、
特
に
排
水
な
ど
に
は
絶
対
投

げ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

落
雪
に
よ
る
事
故
防
止
を

毎
年
、
冬
に
主
り
ま
す
と
、
屋
般
に

積
も
っ
た
雪
、
氷
-
つ
ら
ら
な
ど
が
落

ち
て
歩
行
者
が
怪
我
を
白
し
た
り
死
亡

す
る
と
い
う
不
幸
な
事
故
が
起
き
、
建

物
管
理
者
も
狽
害
賠
償
的
責
任
を
問
わ

六
年
ほ
ど
前
に
鳴
っ
て
い
た

n
愛
の

鎚
“
が
今
金
町
内
の
お
母
さ
ん
た
ち
の

募
金
通
動
で
立
派
に
よ
み
が
え
り
‘
十

二
月
四
日
か
ら
毎
日
午
後
五
時
と
午
後

九
時
的
二
回
、
す
み
き
っ
た
空
に
『
カ

l
ン

コ

l
J
」と
『
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
l
寺
院
の
鋭
的
音
」
が
高
〈
低
〈
響

き
わ
た
り
‘
明
る
い
町
づ
く
り
と
背
少

年
の
健
全
育
成
を
目
ざ
す
町
内
人
た
ち

を
喜
は
せ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に
ぷ
宜
的
錘
。
を
聴
か

せ、

規
則
正
し
い
生
活
を
」
と
今
金
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結

成
記
念
に
町
に
寄
贈
し

一
た
の
叫
昭
和
三
十
八
年
。

毎
日
、
軽
快
主
メ
ロ
デ

ィ
ー
が
子
ど
も
た
ち
に

H

も
う
mmる
時
間
で
す

役
場
斤
書
屋
上
に

一

よ
み
が
え

っ
た
愛
由

一

鐘
の
ス
ピ
ー
カ
ー

。j

れ
た
と
い
う
例
も
多
〈
あ
り
ま
す
。

昨自
の
始
末
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労

を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
也
、
的

交
通
を
同
滑
に
し
、
人
身
事
故
を
無
く

す
た
め
、
次
の
凸
ー
に
住
芯
し
て
く
だ
さ

い
。
マ
道
路
に
屋
恨
の
雪
が
落
ち
る
よ

う
な
建
物
に
は
、
丈
夫
な
雪
の
す
べ
り

止
め
を
つ
け
る
守
屋
恨
の
雷
、
氷
、
つ

ら
ら
主
ど
は
、
気
温
の
上
u
升
や
、
降
雨

の
あ
っ
た
と
き
に
落
ち
や
す
い
の
で
、

早
め
に
取
り
除
く
よ
う
に
し
て
下
き
い
。

ょ
u

n

お
や
す
み
な
さ
い
々
と
い
う
お

母
さ
ん
の
心
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
残

念
な
こ
と
に
凶
十
五
年
ご
る
か
ら
故
防

し
だ
し
修
理
も
き
か
ず
佐
川
不
能
と
な

り
、
銭
的
立
U
が
と
だ
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
年
内
九
月

d
誕
の
錨
。
を
も
う

一
度
鳴
ら
そ
う
ー
と
い
う
お
母
さ
ん
た

ち
の
声
が
高
ま
り
、
今
金
町
婦
人
連
絡

協
議
会
が
中
心
に
な
っ
て
募
金
を
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
目
標
傾
向
三
十
万
円

が
集
ま
り
、

さ
っ
そ
く
新
し
い
ス
ピ
ー

カ
ー
や
ア
ン
プ
、
タ
イ
マ
ー
が
取
り
付

け
ら
れ

H

愛
の
鎧
u
が
復
活
し
ま
し
た
。

婦
人
会
長
の
石
井
照
子
さ
ん
は
「
み

主
さ
ん
の
ご
協
力
で
ま
た

d
A町
鐙
H

が
川
明
り
、
子
ど
も
の
非
行
防
止
に
役
立

っ
て
く
札
れ
ば
」
と
う
れ
し
そ
う
。

こ
の
町
ぐ
る
み
の
募
金
は
予
恕
以
上

に
反
響
を
呼
び
、
余
っ
た
お
金
で
樋
川

地
区
内
市
街
地
に
も
。
愛
町
錦
“
を
設

け
た
い
と
婦
人
会
で
は
プ
ラ
ン
を
練

っ
て
い
ま
す
。

広
場
や
散
歩
道
六
ヵ
所
に
野
外

lv、
ベ

ン
チ
.
く
ず
か
ご
を
活
き
、
い
ぺ
仙
川
川
出
品

区
を
利
用
し
た
内
小
山
町
出
柿
“
に
コ一
斗l

例
の
川
端
和
を
ぷ
世
し
ま
し
た
。
ま
た
、

自
然
休
養
林
の
自
主
で
あ
る
ぷ
惜
境
の

い
で
湯
M

を
ゆ
っ
く
り
利
用
し
て
も
匂

う
た
め
に
も
‘
今
年
開
業
で
き
な
か
っ

106キロ/

長
い
h

干
の
生
活

を
住
み
よ
く
、
安

心
し
て
生
活
し
て

も
ら
う
た
め
、
町

で
は
町
民
的
足
附

保
に
全
力
を
か
た

む
け
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
、
}
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。
毎
年
み
な
さ

ん
の
要
望
を
で
き

る
だ
け
取
り
入
れ

よ
う
と
、
機
動
力

町道は約

轟華麗藍藍覇軍麗

の
岡
市
備
を
図
っ
て
除
雪
路
線
を
ふ
や
し

て
い
ま
す
。
こ
と
し
も
.
町
有
の
ン
ョ

ベ
ル
ロ
ダ
l
二
台
、
グ
レ
ー
ダ
ー
一

台
、
除
J
ト
ラ
y
ク
三
台
を
フ
ル
創
刊
H

し
ま
す
。
こ
と
し
は
.
秘
川
線
凶
十

一

J
が
新
規
道
々
除
雪
路
紛
に
な
っ
た
た

め
ば
航
川
線
か
ら
光
台
献
の
二
十
七
J

が
委
託
路
線
に
変
り
ま
し
た
。

新
規
路
線
で
は
、
航
川
小
学
校
前
二

百
灯
、
Mm川
駅
構
通
線
二
百
日
川
、
光
川

線
四
百
い引
に
間
代
線
凶
百
い
引
が
直
営
施

行
。
民
間
委
託
路
線
で
は
、
住
吉
環
状

線
九
百
七
十
い
山
、
濁
川
住
吉
線
五
百

μ

• 
町
民
セ
ン
タ
ー
が
土

足
で
利
用
で
き
ま
す

昭
和
凶
十
八
年
八
月
に
オ

l
ザ
ン

し
た
町
民
セ

ン
タ
ー
は
唱
村
会
教
育

活
動
を
は
じ
め
各
組
研
修
、

f
ル

プ
活
動
、
集
会
、
さ
ら
に
冠
婚
耕
祭

灯
油
価
格
で
懇
談
会

毎
年
‘
冬
に
な
る
と
灯
油
価
格
問
題

が
消
費
者
向
心
配
の
た
ね
に
な
り
ま
す

が
.
町
で
は
十
二
月
六
目
、
町
内
灯
油

販
売
業
者
と
怨
談
会
を
聞
き
、
他
下
げ

に
つ
い
て
協
峨
し
ま
し
た
。
そ
の
粕川市

ホ
l
ム
タ
ン
ク
の
配
送
で
現
行
町
一
川町

四

+
一
円
を
一一一
十
九
円
、
山
頭
渡
し
で

三
+
九
円
を
主
+
八
円
に
他
下
げ
す
る

こ
と
に
A
H
む
を
仰
て

イ
二
月
七
日
か

ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
値
下
げ
に
あ
た
り
消
問
者
は

た
以
内
地
旅
館
を
ぜ
ひ
開
業
で
き
る
よ
う
〕の

'ι

取
り
逃
め
ま
す
。

〔

こ
れ
ら
の
政
備
に
よ
っ
て
米
器
に
は

白
山
抗
探
勝
と
あ
わ
せ
て
、
町
長
山
ピ
ク

ニ
y
夕
、
山
菜
摘
み
な
ど
た
く
さ
ん
の

家
紋
辿
れ
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
と
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
里
学
校
前
総
百
υ
引
が
除
雪
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
昨
年
同
総
短
長
百
七
J

か
ら
百
六
J
が
こ
と
し
の
除
笥
区
間
と

な
り
ま
す
が
、
市
街
地
や
圏
、
道
々
に

接
続
す
る
路
線
、
通
学
路
な
ど
大
宮
町

と
き
慌
先
的
に
除
雪
す
る

一
級
路
線
と

そ
の
他
の
二
級
路
線
に
分
け
、
効
率
的

に
巡
行
し
ま
す
。

最
大
の
敵
は
路
上
駐
車

除
排
雪
作
業
の
最
大
町
時
事
は
路

上
駐
車
で
す
。
除
雪
す
る
道
路
に
は
、

駐
車
し
た
り
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
欧
宮
内
朝
な
ど
は
駐
車

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ら
ず
、
除
雪
に

よ
る
事
故
が
起
き
が
ち
で
す
.
や
む
を

え
ず
能
く
場
合
に
は
‘
必
ず
赤
い
布
な

ど
で
表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
@

な
お
‘
市
街
地
の
昭
和
通
り
、
旭
町

通
り
な
ど
は
片
側
崩
車
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
警

に

よ

り

一
同
盟
路
幅
が
狭

く
な
り
、
長
時
間
的
駐
車
は
除
雪
車
や

消
防
車
内
運
行
を
防
げ
る
ば
か
り
で
な

く
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
路
上
駐
車
は
し
な
い

よ
う
み
ん
な
で
協
力
し
た
い
も
の
で
す
。

な
ζ
仏
〈
一
般
町
民
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
‘
こ

円
ほ
ど
よ
り
気
較

に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
.
人
中
路
阻
土

足
で
開
放
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

町
民
の
み
な
さ
ん
の
心
的
寄
り
ど

こ
ろ
、
組
い
の
場
に
な
っ
た
町
民
セ

ン
タ
ー
は
.
年
間
延
六
万
五
千
人
(

昨
年
分
)
の
利
用
者
が
あ
り
.
多
数

の
集
会
時
に
は
下
足
置
き
場
が
な
い

こ
と
か
ら
、
は
き
逃
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
も
多
〈
あ
り
、
土
足
開
放
を
望

む
声
が
出
て
い
た
も
の
で
す
。

し
か
し
‘
現
施
設
は
土
足
用
に
で

き
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
利
用
す
る
際

は
必
ず
人
口
で
泥
を
落
し
‘
で
き
る

版
り
き
札
い
な
靴
で
入
る
な
ど
、
町

民
み
ん
な
町
セ
ン
タ
ー
と
し
て
た
い

せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う。

@
灯
油
代
金
は
月
末
ま
で
に
庖
へ
持
参

す
る
@
配
送
申
し
込
み
は
遅
〈
と
も
前

日
ま
で
に
連
絡
す
る

l
町一

一占
に
つ
い

て
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
町
職
員
の
人
事
。

〔十

一
月
十
五
日
付
〕

マ
町
民
線
住

民
係

(総
務
諜
庶
務
係
)
伊
藤
裕
美
子

〔十

一
月
三
十
日
〕

マ
退
職
紺
谷

恭
子

(国
保
病
院
宥
溜
婦
)

{十
二
月

一一
日
〕
マ
退
職
須
甲
車
砂
子
(
町
民
諜

住
民
係
)

〔十
二
月

一
日
付
}
マ
町
民

謀
長

(股
委
事
務
局
次
長
)
重
村
栄
吉

( 3 ) 



私
た
ち
の
町

w
今
金
H

を
住
み
よ
く
す
る
た
め
町

で
は
、
生
活
環
境
、
教
育
施
設
、
経
済
基
盤
、
社
会

福
祉
の
整
備
充
実
を
柱
に
、
こ
と
し
も
約
九
億
円
に

の
ぼ
る
建
設
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
初
冬
を
迎

え
て
工
事
は
急
ピ
ッ
チ
。
約
三
十
億
円
余
の
園
、
道

費
導
入
事
業
と
合
わ
せ
、
北
部
恰
山
町
中
心
農
業
都

市
と
し
て
大
き
く
生
ま
れ
変
っ
て
き
て
い
ま
す
。

お
も
な
建
設
工
事
を
写
真
で
み
て

み
ま
し
ょ
う。

?~， /.J 

議 興銀略鵠

f~' 

• 
新
し
い
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト

町
道
中
央
線
が
完
成

、-
.，." 

・!':.;ら/.

J唖よ
P弓':'-.W ，. 

，.，.. -一一一給食センタ一新築工事=金町の宇校給食肉完全実施を

目ざす給食セ/タ は鉄骨コンクリ ト平屋建て591.45

町、 工 I'n 8，024万円をかけて明年4月には操業i制的。

5 if:-次を迎えた附「泊中央線街路事業

は、本年度分工 1"叫 7，800万円で 430

"の舗装が終リ主I!j且9fzと左右3伝的

宇道に街路灯35J，tとイチョウ内街路樹

約 250本も杭え 句れ、総延長 930:~の

新 Lい メ ンスト 'Jー トが完成。

工
事
費
四
千
九
百
八
十

万

円

曙

町

に
地
下
水
を

地
削
、
配
水
池

L
九
百
J

に
改
良
し
て
水
制
を
確
保

山
手
線
ほ
か
舗
装
工
事
H
国
保
病
院

横、

宮
前
線
(
写
真
)
束
、
東
雲
線
な

ど
町
道
七
ヶ
所
で
三
百
六
十
六
υ
川町
舗

装
を
完
了
。
工
事
費
八
百
九
十
六
万
円。

( 4 ) 

住
吉
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
リ
ブ
ロ
Y

ク
泣
平
屋
挫
て
百
三
十
三
平
方
M
M

工

弔
問
千
三
百
七
十
七
万
円
て
十
月
定
成
。

町
通
御
能
線
舗
装
工
事
M
消
防
庁
舎
横

か
ら
御
影
紘
分
岨
占
ま
で
の
三
百
六
十
日

車
道
六
日
と
片
側
宇
迫
ニ
U
に
街
路
灯
六

品
が
完
成
。

工
事
費
三
千
二
百
五
十
万
円
。

• 八東宮の下橋

架換(下部工)

ニ延長69.8日、 111

6伝、工事'IY3，733万円。

t.&¥. 

H 、

鈴
岡
会
館
の
新
築
U
プ
ロ

y
ク
造
平

屋
建
て
百
十
七
平
方

μ、
工
事
費
九
百

九
十
六
万
円
で
十
二
月
完
成
。

本
村
橋
架
換
工
事
目
同
年
下
部
工
が

料
っ
て
本
年
上
部
工
二
千
六
万
円
で
延

長
二
六

四

日

巾
日
六

U
が
完
成

D

-， 

A・
d 

高
校
線
改
良
舗
装
工
事
U
旭
幸
棉
か
句
南
停
車
場
線
ま
で
の

二
百
六
十
灯
。
車
道
八
幻
(
一
部
小
百
合
保
育
州
側

一
灯
偏
向

歩
道
)
が
百
四
十
九
万
七
千
問
、
十
二
月
中
に
完
成
。

( 5 ) 



い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
の
y
l
ズ
ン

に
入
り
衰
品
中
日放
が
心
配
な
季
節
。
年

内
瀬
が
押
し
つ
ま
る
と
交
通
量
も
ふ
え

人
的
心
も
気
ぜ
わ
し
く
な
り
、

と
も
す

れ
ば
速
度
オ
l
パ
や
、

ス
リ
y
プ
、

追
突
主
ど
の
冬
型
交
通
事
故
が
続
発
し

ま
す
.
今
年
の
交
通
事
故
は
、
若
い
運

転
者
に
よ
る
暴
走
事
故
が
目
立
っ
て
い

ま
す
が
、
冬
型
に
な
っ
て
免
許
歴
十
年

前
後
円

ベ
テ
ラ
ン
に
よ
る
事
故
が
続
発

ア
イ
ス
パ
l
ぺ
悪
天
候
な
町
に

J
」

的
経
度
な
ら

H

と
永
年
同
経
験
を
過

信
し
た
結
巣
が
死
に

つ
な
が
っ

て
い
る

と
い
う。

ま
た
、
十

一
月
二
十
九
日
に

は
八
雲
町
国
道
五
号
線
で
対
行
車
内
ス

リ
ァ
プ
に
よ
り
正
面
衝
突
、本
町
町
四
人

町
方
が
虫
軽
傷
を
受
け
る
事
故
も
あ
り

/
商
工
会
長
の
高
島
さ
ん

道
産
業
貢
献
貨
を
受
賞

永
年
、
町
商
工
会
町
役
員
と
し
て
商

工
鉱
業
向
組
織
化
並
び
に
業
界
発
展
に

努
力
し
て
き
た
商
品
小
三
郎
さ
ん
(
八

崎
町
目
白
磁

写
其
)
に

五
十

一
年
北

海
過
産
業
貢

献
貨
が
贈
ら

まに Lて役場水道係か給水工事指

定府に連結Lて ください。

ま
し
た
。
楽
し
か
る
べ
き
お
正
月
休
み

に
一
家
が
交
通
事
故
で
亡
く
主
っ
た
と

い
う
悲
劇
を
起
、
}さ
な
い
た
め
に
も
、

運
転
者
は
お
互
い
に

「
ゆ
っ
く
り
」「
ゆ

と
り
」
を
も
っ
て
交
必
託
金
に
心
が
け

た
い
も
の
で
す
.

冬
道
は
ス
ピ
ー
ド
半
減

車
間
距
離
三
倍

冬
町
路
面
は
、
制
間
百
や
凍
結
む
ど
道

路
条
件
が
夏
場
と
ま
っ
た
く
巡
っ
て
い

ま
す
.
と
く
に
凍
結
し
た
路
間
で
の
辺

転
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
向
似
虫
な
判
断

と
注
古
が
必
要
で
す
。

安
全
な
運
転
で
h
h
、
型
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
運
転
者
は
次
の
こ
と
を
確
実
に
守

っ
て
く
だ
さ
い
.

れ
ま
し
た
.

優
良
団
体
役
員
表
彰
を
受
け
た
商
品

さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
商
工
会

設
立
と
同
時
に
理
事
、
四
十

一
年
副
会

長
、
凶
十
五
年
会
長
に
就
任
、
出
に
会

只
肉
親
睦
を
図
り
明
る
い
商
馬
術
的
形

成
に
力
を
尽
〈

L
.
五
十
年
七
月
に
は

安
定
し
た
服
用
対
策
的一

環
と
し
て
従

業
只
の
持
家
住
宅
を
往
語
、
四
十
四
戸

内
商
工
団
地
を
竣
工
し
た
功
紛
が
認
め

」つ
れ
た

L
の
で
す
。I¥i 

冷凍食自の扱いかだ

愚近いろいろな冷凍食昂ガ出

ロっていますガ、食宿そのもの

の風妹をいかす方法を事えてみ

ましよう。

〈栄総画〉 食国を急速凍結

することにより、酪緊の分解や

化学変化を防ぐことガできます

ガ、凍結万法や貯蔵方法芯どの

管理ガ悪いと、栄譲価はどんど

ん低下します。

〈もどし方のこつ> t表面

ガやわらかで、中身はまだ痩っ

ている程度の半解凍巳するtも

どしだ後はすぐ調堕することt

時間ガある渇合は、調理する叡

時間前仁冷E華麗フリーザーから

段下の冷蔵顔 (5~-6~) Iこ
移す。 b急ぐ時は包表のままポ

リ袋!こ入れ、口在力だくしlまっ

て涜水lこ20-30分つける。

〈上手芯買い方> t刀ツチ
I)~宮ったものb包装のきれしげd
ものb鱈ガあまりついて広いも

のb認定版マクのついている

ものb低湿のショーケースの中

からt製造年月日の新しいもの

を選ぶt買い物の 番最後に。

〈主手広保得法> t冷厳I留
に入れておけば、 1-2力用、

製氷欝では5臼~ア目白質をl員
わず保容できますb包 装ガ破れ

だらポ1)袋などで包み乾燥させ

芯いこと。

( 6 ) 

消費生活だよりマ
ス
ピ
ー
ド
町
出
し
過
ぎ
、
急
加
述
、む

プ
レ
キ
、
危
ハ
ン
ド
ル
は
ス

リ
y

プ
を
起
こ
し
危
険
な
の
で
や
め
る
。

7
hT
4
で
の
停
止
距
離
は
夏
町
三
倍
か

ら
六
併
に
も
な
り
ま
す
。
ス
リ
y
プ

を
計
算
し
て
安
全
な
距
離
を
保
つ
.

7
降
雪
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
ま
す
。

お
互
い
円
安
全
を
守
る
た
め
昼
間
で

も
前
阻
灯
、
尾
灯
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
や
め
よ
う

H

飲
酒
運
転
を
絶
減
し
よ
う
H

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
十
二
月
二
十

一
日
か
主
一一

十
日
ま
で
、
弘
、
町
交
同
罪
'λ
金
町
民
総
ぐ

る
み
辺
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

十
二
月
は
主
に
か
と
酒
を
飲
む
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
は

H

悲

劇
へ
の
道
“

道
路
町
悪
条
件
の

L
と
で

は
主
お
さ
ら
市
中
欣
を
起
こ
す
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
家
脱
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み

で
飲
酒
述
転
に
対
す
る
院
視
に
つ
と
め

か飲
ん
だ
ら
逆
転
し
な
い。

乗
る
主
ら

酒
を
飲
ま
主
い
“
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

.道外就骨希望者の現地紹介相餓

本年4月より短期就労者向庖用

保険金が一時金的50自分とな った
ため、そのf主的就業について苫』置

されている方々に対 Lて、 職業安

定所では道外向企業体に要27iを行

い、すでに冬期IIIJ掛ける求人をあ

る程度確保Lています.道外就労

を希望する方について52年 1月11

日(火)9時-16時、函館市堀川町

9の 8 (TEL 52-4520)で現地紹

介相談を聞きますので希望者はご

遠慮なくおこ しく ださい。

.若い膏年対."二選事感想文募聾

総選幸で新 たに選準摘を獲得し

たり、これから資格を得る若い4青
年たちを対離に自治行と明るい選

挙推進協会は恒例の感怨文を募集

Lています。

応募内存は 「成人的日を迎えた

感想J ri盟事に服して感 じたことJ

r社全人と Lて地方 自治や国政に

参加して考えたニと」 などを原稿

用紙1，600字以内.資格は昭和31年
1月 1日ヵ、ら32年12月31日までに

生まれた人にI'Jlる.応募却l聞は12

月 1日か句来年 1月31臼までですー

あて先は北海道選準管理委只会で、

原稿に氏名 (ふ りがな)住所性

別、生年月臼 職業を付記する。

最優秀賞 1帽には 3万円相当の

図書券、入賞 9綱には各 1万円相

当の図書券、佳作若干に記念品。

入選作は来年 3月日臼に決定する.

在庫領、 主要原材料名、工業用地

及び工業用水などです.

-冬期間のゴミ収集

ことしもタJ比り少なく なりました

が、蹴冬を迎える用意はいかがで

しょうか.北部楠山衛生セ ンター

では、 冬期間も全力をあげてゴミ

L尿の収集に努めますが、 例年12

月31日から l月 5日ま では休業し

ます. なお、可惜物は12月30日

全収集地域を収集Lますので午前

8時30分ま て'に集積所へ出して く

丈ゴさし」

1月 6日から平常 どお り収集 L
ますので、 燃えるコミ 、燃え ない

コミにわけ除官のじゃまにならな

いとこ ろに集積するか、収集車内

巡回時に出すよう協力 〈ださい.

-水道の木抜きをお忘れ立〈

ことしも冷えこみがきびしい季

節となりましたが、例年冬になる

と多〈 の修理申 L込みがあり、そ

のほと ん どが不注意による碑桔で

す.お出かけ町 とき、おやすみ前

には.戸じ まりや火気点検ととも

に必ず水道的水抜きをしま しょう.

オく抜きは.蛇口コ y クをいっぱ

いに聞き、木が白くあわだって勢

いよく出た ら，、ンドJレをし っかり

閉めます。万 凍ったときには

蛇口から床間までの管にぞうきん

かタオノレを港き、ヤカム〆で熱湯を

かけ15分ぐらいそのままに してお

〈と 木が出ます.い〈ら熱湯をか

けても水が出な いときは、蛇口を

無理に回し た りしないで、そのま

.役場、国保病院の年末年始休み

年末年蛤町役場中時は、 12月31

日から 1月 5日まで休ませてい た

だきますa 何か とご不便で しょう

がよろしくお願いします。

また、国保病院は次のように な

っています。

12月30日 午後から休鈴

12月31臼ー 1月2日全

1月 3日 午後から体斡

1月 4日全体

l月 5日 6日 午後から休診

1月 7日から平市 どおり

@ なお、 患者輸送車は12月31日か

ら l月 5日までill!休 Lます。

イ木

-工揖統計閥査に協力を

こと しも12月31日現在で工業統

計調査が実施されます.

この調査は、全固め製造業に属

するすべて門事業所を対離にJII，lI査
し、その実態 をはあくして生産活

動に閲する基礎資料とするほか、

各航行政施策的指針とするもので

す。関査貝が対龍之1>業所を訪問し

ますのでご協力ねがいます.

澗査する事項は、経'11組織及び

資本金額、従業者数、現金給与総

額.原材料及び棉料使用頼、有形

同定資産額、担造品出荷額等及11'

情
操
豊
か
な
心
を
養
う

今
金
小
の

マ
ミ
l
コ
ー
ラ
ス

『存
を
愛
す
る
人
は
心
き
よ
き

人

』
エ
レ
ク
ト
ー
ン
町
内
色

に
合
わ
せ
美
し
い
ハ
l
モ
ニ

が
今
金
小
の
音
楽
教
単
に
こ
だ
ま
。

的
操
笠
か
な
う
る
お
い
に
満
ち
た

明
る
い
「
ど
も
を
育
て
る
た
め
、

• 
内
ら
古
楽
す
る
心
を
旋
布
つ
!
と
呼

び
か
け
あ
い
二
十
人
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
集
ま
っ
て
7
ミ
|
コ
ー
ラ
ス
が

誕
生
し
た
の
が
五
年
前
。
毎
迎

一
回

の
練
習
日
を
楽
し
み
に
集
ま
る
お
母

さ
ん
た
ち
は
『
お
ぽ
え
た
歌
主
家
庭

でノ
ド
ど
も
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
歌
え

る
こ
と
は
す
ば
り
し
い
こ
と
で
す
。
』

と
戸
を
は
ず
ま
せ
る
。
現
在
、
部
以

も
三
十
名
ほ
ど
に
な
り
、
レ
パ
ー
ト

リ
ー
も
数
曲
に
ふ
え
、
十

一
月
十
三

日‘

三
回
目
的
発
表
会
を
町
民
セ
ン

タ
ー
で
削
き
ま
し
た
。
(
写
真
)
ス
テ

ー
ジ
で
懸
命
に
合
川
す
る
お
母
さ
ん

た
ち
の
秋
開
は
、
つ
め
か
け
た
人
た

ち
に
歌
う
楽
し
さ
を
教
え
、
す
ば
ら

し
い
感
動
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
.

に
よ
っ
て
ち
が
う
か
ら
‘

一
口
に
は
い

え
な
い
が
、
総
じ
て
自
主
性
の
ま
だ
弱

い
子
に
は
、
「
た
の
む
L

と
い
う
よ
り

も
、
寸
こ
う
し
な
さ
い
L

と
い

っ
た
方

が
効
来
的
で
あ
る
。
然
し
、

子
ど
も
が

①
行
動
は
先
進
で

あ
る
位
度
自
我
意
識
に
固
さ
め
、
親
と

こ
と
ば
は
あ
と
押
し
で
。

興

な

っ
た
立
見
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
‘

教
育
の
本
な
ど
、

一ペ

ー
ジ
も
説
ん

「
こ
う
し
な
さ
い
」
と
命
令
的
に
い
う

だ
こ
と
も
な
い
が
、
そ
れ
で
い
て
、
す
よ
り
も
、

「
こ
う
し
て
く
れ
」
と
、
頼

な
お
な
良
い
子
を
育
て
て
い
る
人
が
あ
む
よ
う
に
い

っ
た
方
が
よ
い
こ
と
が
多

る
。
こ
れ
は
前
に
も
述
べ

た
H

教

育

は

く

な

る

.
こ
の
辺
の
こ
と
を
判
断
す
る

学
問
で
は
な
い
ω

と
い
う
こ
と
の
立
班

能
力
が
、
母
親
に
は
必
要
で
あ
る
。

で
あ
る
。

①
使
う
こ
と
は
使
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

①
「
や
ら
せ
る
」
と
い
っ
て
も

干
ど
も
に
何
か
さ
せ
'
φ
l
|
つ
ま
り

子
ど
も
に
良
い
習
慣
を
つ
け
る
ン
ツ

子
ど
も
を
使
う
こ
と
は
、
実
は
親
が
子

ケ
の
態
度
に
、

作や
ら
せ
る
“
と
仰
や
ど
も
に
使
わ
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

っ
て
も
ら
う
仰
と
い
う
こ
つ
の
タ
イ
プ
こ
れ
は
先
固
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

が
あ
る
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
も
、
結
県
的

「親
は
自
分
は
す
わ
っ
て
お
っ
て、

子

に
は
仰
や
ら
せ
る
"
こ
と
な
の
だ
が
子

ど
も
に
仕
事
を
当
て
る
な
」
と
い
う
こ

ど
も
の
方
で
は、

受
け
と
め
方
が
ち
が
と
の
延
長
で
あ
る
.
こ
れ
を

一
宮
で
い

う
の
で
す
。

う

な
ら
ば
、

「子
ど
も
に
十
の
こ
と
を

こ
の
こ
つ
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
が
よ
や
ら
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
親
は
二
十
動

い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
は、

け
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

相
手

(子
ど
も
の
年
令
や
性
格
な
ど
)

(

神
丘
小
学
校
長
)

「

l
i
l
i
a
--パ
t
i
l

t

i

i

一

ノ、、

ヱウ

一

し

札

が

た

一

一

台
E
Z

め

M

L

F

4

V

A

w一

一

当
コ
ゃ

‘‘
r

、λν

一

を

刊

に

。

一

吠山

山崎

哲

一

一封

劇

サ
ヰ

u

d
t
E

の

1

JJ

一

を

州

叫

一

一jj

門川
i

ほ
ん
と
う
の
教
育
?
?
さ
ん
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思
一
一
銭
の
部
改
正
で

雇
用
義
務
を
強
化

心
身
障
書
者
向
福
祉
の
基
本
は
、
働

き
た
い
意
欲
を
持
つ
心
身
防
存
者
が
働

く
場
を
得
て
社
会
経
済
活
動
に
参
加
し
、

生
き
が
い
を
見
い
だ
し
て
い
け
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
「
働
き

た
く
て
も
働
く
坊
が

4
い
」
身
昨
者
は

依
然
多
敏
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
凶
で
は
身
体
附
五
者
の

府
川
付
策
と
し
て
昭
和

一-tuA年
か
句

身
体
附
持
品
府
川
促
進
法
に
地
づ
き、

府
川
党
助
命
向
上
ぷ
給
む
ど
‘
そ
の
府
川

促
進
に
切
め
て
き
ま
し
た
が
.
そ
の
現

状
は
い
ま
だ

4
分
で
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
身
体
附
占
判
的
稲
川
対
策

に
抜
本
的
強
化
を

M
る
た
め
、
本
年
l

H

H
か
ら
身
体
附
t
H
4
引
原
則
促
進
法

が
大
脳
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下

改
正
町
、
王
な
内
巴
叶
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
関
係
者
の
責
務
の
明
確
化

す
べ
て
の
事
業
主
は
、
社
会
迫
帯
の

削
川
念
に
法
づ
き
身
体
防
伴
者
向
原
則
に

附
し
て
共
同
町
パ
拐
を
有
す
る
こ
と
と

し
、
身
体
附
ゎ
何
者
向
身
も
職
業
人
と
し

て
の
内
，
比
ー
を
持
ち
‘

内
IA
に
M
M
め
る
べ

き
こ
と
の
原
則
を
明
句
か
に
し
ま
し
た
.

7
雇
用
義
務
の
強
化

事
業
主
に
付
す
る
努
h
H
M
地
元
が
品
川
明

規
定
に
改
め
句
し
札
、
身
体
凶作
詞
布

M
川

率
も

一
・
一一一
一
%
か
句

一
・
五
%
一
ー
ハ

1

七
人
に

一
人
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

マ
公
表
制
度
の
創
設

身
体
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、
正

当
な
斑
由
主
く
雇
用
義
務
を
凶
行
し
主

い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

マ
雇
用
納
付
金
制
度
の
創
設

耶
別
部
未
迷
成
同
事
業
主
(
当
分
の

問
、
出
用
J

吋
働
者

-一γ

臼
人
以
J
)
か
ら

川
判
別
さ
れ
る
べ
き
身
体
附

U

札
口
打
数
に

人
当
り
月
制
三
万
円
を
呆
じ
た
納
付
告

が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
稲
川
ホ
を
越
え
て
身
体
的
万

点
引
を
服
用
す
る
い
m
H

業
ド
い
に
は
身
体
附

存
者
雇
用
訓
整
全

(原
川
中
を
超
え
る

数
に
月
傾

一
万
附
千
円
を
来
ヒ
た
傾
)

を
主
給
し
ま
す
。
品
川
叫
働
者

一μ人

H
M
下
の
剣
山
刊
で

一
定
数
U
上
身
体
時
t
H

V

引
を
組
問
す
る
ド
巾
作
業
王
に
は
根
川
口
人
全

(そ
の
超
え
る
数
に
川
制

八
T
円
を
来

じ
た
阿
川
)
が
瓦
給
さ
れ
ま
す
e

ま
た

身体山川上ド
H
J
引
を
日
明
川
す
る
の
に
必
叫
弘

山
岨
北
、
以
倒
的
改
品
リ
山戸時備
な
と
に
付
し

て
件
刊
の
山
成
金
が
主
給
さ
札
ま
す
。

以
J
、
改
花
山

町
ー
な
も
の
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、

J
し
い
こ
と
は
北

附
山
公
共
版
業
安
'
与
叶
へ
お
問
い
ん
H
h

せ
内
ー
が
主
!
の
押
さ
ん
の
深
い
川

附
と
協
力
を
お
削
い
し
ま
す
。

~ ， 

(8 ) 
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・
和
や
か
な
農
村
婦
人
文
化
祭

農
協
婦
人
部
が
主
備
す
る
農
村
婦
人

文
化
祭
が
十
二
月
二
目
、
町
民
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
約
四
百
人
が
参
加
。
一

日
皆
貯
金
の
抽
選
会
や
婦
人
部
代
表
三

人
的
体
験
発
表
や
各
地
区
か
ら
歌
や
踊

り
を
競
演
す
る
な
ど
和
や
か
な
一
日
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は

果
実
酒
ゃ
っ
け
も
の
の
保
存
食
、
書
道

手
芸
が
展
示
さ
れ
好
評
で
し
た
。

か

十

主

は

昭

和

町

の

荒

井

}

ん

」

ま
れ
な
い
人
た
ち
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い

l

一

一月
一
日
、
衣
料
市
川
町
荒
計
彦
i
郎
さ
ん

一

た
く
さ
ん
町
冬
物
衣
料
品
が
州
制
祉
品
に
。
一

さ
ん
は
十
五
年
前
町
制
定
に
同
名
で
衣
料
一

一役
場
へ
周
け
た
の
が
普

G
の
は
じ
ま
り
で

一

も
オ

1
パ
、
ア
ノ
ラ
y
ク
な
ど
↑一一十点

一

一
川
町
し
る
し
と
し
て
寄
付
し
た
ら
の
。
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